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評 価 機 関 名

所 在 地

訪 問 調 査 日 平成 28 年 9 月 27 日

評価結果確定日

家庭的で、ゆったりとした雰囲気を大切にし、利用者様の一人ひとり
の生活ペースを重視し、安心安全に過ごして頂ける様にしています。
介護計画に基づき、個別の生活リハや体操の実施、家事等行って頂け
る様支援しています。自立支援の姿勢を基本に一人ひとりの出来る力
の継続維持に努めています。ご家族とも、連絡相談を密にとり共に利
用者様を支えて行ける関係つくりを大切にしています。

http://www.kaigokensaku.jp/

　事業所は和風な平屋建てで、隣接の介護老人保健施設と協力関係を
持ちながら運営している。母体の医療法人は協力医療機関で、24時間
の医療連携体制があり、健康管理や緊急時に備えられている。JR、役
場、基幹道路に近いが敷地周辺は緑が多く、交通量も少ないためく閑
静な環境となっている。外部参加の運営推進会議やボランティアが定
着し、事業所及び地域の行事は相互的、積極的な地域交流を行ってい
る。新任の管理者は、介護経験を活かし家族や職員の相談や指導を
行っている。事業所には経験豊かな職員が多く、年齢も幅広い。内
部、外部研修を行い、レクリェーションによる利用者の利用者の心身
機能の維持、排泄の自立支援の援助等介護の質の向上に取り組んでい
る。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会
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１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果
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社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

1

2

―3

地域の行事でグループホームでの行事活
動内容・ご利用者様の作品展示などの紹
介を行い、認知症の方の理解や支援方法
などを感じていただいている。

毎月のカンファレンスで理念の読み上げ
を行い、職員の目の届く場所に理念を掲
示することで、理念の共有が出来てい
る。

　地域の公民館祭りには展示品を出品
し、見物を行っている。事業所の盆踊
り、隣接の施設と合同の秋祭りには家族
や地域住民を招いて行われている。ボラ
ンティアが定着してリハビリや楽しみご
とに参加してもらっている。

ボランティアの方々による「書道」「朗
読会」等を通じてご利用者の方々との交
流を行っている。

2

常に抑制や拘束しない事をスタッフ一人
ひとりが意識し問題になるケアをしない
ように努めている。

56

　日中は玄関を施錠しておらず、チャイ
ムを活用している。非常口は施錠されて
いるが、鍵は非常口に置かれて緊急の場
合に備えられている。職員は、身体拘束
をしない介護の研修を受けて理解してお
り、外出傾向のある利用者に対し見守り
や付き添いなどの対応により、身体拘束
をしないケアに取り組んでいる。

4

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

　事業所独自の理念があり、毎月のカン
ファレンスでは理念を読み上げ、共有を
図っている。職員は理念を理解し、意識
しながら、日々の支援を行っている。

外部評価

　2ヶ月毎の会議の開催には、利用者家族
や地域住民が参加して、事業所の利用者
の様子や事業報告や行事等を報告し、意
見交換を行っている。意見や提案等は運
営に反映され、作品作りや盆踊り、転倒
防止の検討等々、サービス向上に活かし
ている

　担当者とは日頃から必要に応じて、直
接窓口に出向いて相談や報告等を行って
いる。また、行政事業では、年2回職業訓
練生の受け入れを行っている。

4

２か月に１回の運営推進会議を行い、ご
利用者の日々の過ごし方や行事や、事故
報告での取り組みを報告することで意見
交換や行事についてのアドバイスをいた
だき、サービス提供に活かしている。

5

役場の担当者と日頃から連絡や報告を行
い、事業所の現状やケアサービスの取り
組みを伝えながら協力関係を築くように
している。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

―7

日々の申し送りやケアカンファレンスで
ご利用者様の身体状況についての話し合
いを行い、介護時お互いに気をつける様
に徹底している。

12

資格取得などの職員の努力や日頃のご利
用者様への対応を把握し、資格取得によ
る昇給や正社員への昇格を行っている。
また、外部研修などの参加で学ぶ機会を
増やし、向上心を持って働けるように努
めている。

―

11
毎月のホームカンファレンスで職員から
の意見や提案や問題点を話し合う機会を
作っている。

8

　管理者は、職員が気軽に意見を言いや
すいように事務室はオープンにしてい
る。職員に積極的に話しかけたり、一緒
に介護を行い職員に寄り添うよう努めて
いる。職員の要望に関しては、食洗器の
更新や、重症者にギャッジベッドの検討
等、運営に活かしている。

10
ご利用者様のご家族へは密に連絡を行
い、ご家族の意見や要望を伺い、ケアに
反映及び改善するようにしている。

7

　職員は家族の訪問時に意見や要望を聞
いたり、運営推進会議に参加して意見を
述べる機会がある。買い物、外出、散
歩、食事に刺身が食べたい、病院受診の
依頼などの要望があり、刺身定食の食事
会や、病院受診の同行等、運営に反映さ
せている。

9

入居契約時に契約書に記載した内容をご
家族に説明し、分からない事は再度ご説
明し、理解を得てから契約の同意を頂い
ている。契約の内容に変更がある場合
は、その都度説明し同意を頂いている。

―

現在、ご利用者様の中で日常生活自立支
援事業や成年後見制度を利用している方
はいないが、研修会での資料や制度につ
いて職員がいつでも閲覧出来る様にして
いる。

　職員は毎年、日常生活自立支援事業お
よび成年後見制度等について内部研修を
受け、必要時に活用できるように取り組
んでいる。今年度の研修は１月に予定さ
れている。利用者家族には入居時に制度
説明を行っている。

68

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

18

入居時や契約時にご家族が困っている事
や希望などは無いか、管理者やケアマネ
を中心に話す機会を持ち、対応できるよ
うに努めている。

―

17

入居時に、御本人やご家族に困っている
ことやご希望を伺い、御本人が不安なく
生活出来る様にケアプランに反映してい
る。

―

16

小竹町のグループホームの集いに参加し
て意見交換を行なったり、福岡県グルー
プホーム協議会や社会福祉協議会の研修
に参加してサービスの向上に努めてい
る。

―

15

職員の勤務年数や経験など、段階に応じ
て認知症ケアに必要な研修の参加を行
い、学んだ事を他の職員に伝達する機会
を持っている。

―

14

個人の人権や権利に対し尊重し、お互い
に助け合う気持ちを大切にしている。ケ
アに対し奉仕の気持ちを大切にしてい
る。

13

年齢や性別を意識せず、その個人の個性
や能力へ目を向けている。色んなアイデ
アや意識が出しやすい職場づくりを意識
している。スキルアップの自己啓発に関
しては支援している。

9

10

　職員の募集や採用は管理者が同席して
法人本部で実施される。採用条件は特に
制限や差別なく行われている。定年は60
歳であるが、職員は延長して就労するこ
とが可能である。資格取得希望者にも配
慮されており、働きやすい職場環境づく
りに努めている。

　全職員に対して人権学習が行われ、利
用者の人権を尊重する理念も掲げてお
り、毎月のカンファレンスでは事業所の
理念である「日々自己研鑽し、専門性を
高め、利用者の尊厳を大切にすること」
を掲げて、人権啓発活動に取り組んでい
る。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

24

病気により入院になると、面会したりMSW
との連絡取り合い状態の把握を行い、ご
家族の思いや希望に添える様に対応して
いる。

―

23
ご利用者同士が楽しく安心して生活出来
る様に、共通の趣味や話が出来る様に努
めている。

―

22

ご利用者の趣味の支援や、ご希望時に職
員と買い物・図書館・自宅などの外出を
行なったりと、馴染みの人と場所との関
係づくりに努めている。

11

　職員は、利用者が希望する自宅や近
隣、馴染みの場所等へ状況により同行支
援している。遠方の家族には近況を知ら
せる手紙や写真を送ったり、家族あての
年賀状の準備や手伝い、また利用者が希
望する知人への電話の取次ぎ等の支援に
努めている。

21

ご家族とも密に連絡や介護についてご協
力を頂き、ホーム内の行事にも参加して
頂いたり、スタッフとご家族と一緒に
なって支えていく関係作りに努めてい
る。

20

利用者様の人生背景やその方の思いを大
切にし、ケアだけじゃなく心から寄り添
い、安心して過ごして頂けるように支援
している。

―

―

19

本人・家族に話を聞き、現在利用してい
るサービス担当者及びかかりつけ医等か
ら情報や意見を聞きどんなサービスが良
いかを見極め対応している。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26
ご家族や御本人にお話を伺い、センター
方式を活用することで、ケアプランに反
映しサービスに活かしている。

30

ご家族の希望にて介護保険の更新の手続
きを行なったり、病院受診などの協力病
院と連携をとることで、２４時間体制で
受診の対応するなど、安心して生活でき
るよう取り組んでいる。

―

29

日々の様子やプランの実施について個別
に記録し情報を職員間で共有して、ケア
プランを実施し、介護計画の見直しをし
ている。

―

28

担当ケアマネ・担当職員を中心にご使用
者やご家族の意向、職員の気づきや意見
を収集してケアカンファレンスを行い、
介護計画を作成している。定期的な見直
し、状態の変化に応じて家族と相談し介
護計画を作成している。

27

ご利用者の日々の生活について記録に残
し、ケアや関り方について問題があれば
職員同士で話し合いを行い、同じケアが
出来る様にしている。

―

13

　介護計画は関係者がカンファレンスで
意見を出し合い、医師などの意見も取り
入れて作成している。6か月ごとに見直し
を基本とし、入退院や体調変化時にも見
直しをしている。計画内容は生活場面ご
とに細かく記載され、画一的ではない。
家族には面会時に説明し了承を得てい
る。

25
その方の生活歴や人生背景など多くの情
報を集め、ご利用者の思いに沿った生活
が送れるように努めている。

12

　日頃から利用者の思いや希望の把握に
努め、意思疎通が困難な方に対しても家
族からあらかじめ収集した情報を参考
に、利用者の思いを察し、その要望に応
じられるよう、関係者で検討し、出来る
限り対応している。また要望によって
は、それらが個々人の趣味活動につなが
る場合もある。
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

―

入院した病院の関係者との情報交換や相
談に努め、対応している。

31

利用者様の希望に応じて図書館へ本を借
りに行ったり、ボランティアの協力にて
書道や朗読会、昭和琴の演奏会等の慰問
受け入れを行っている。

―

事故発生やご利用者の急変に備えてマ
ニュアルを作成し、適切な対応が出来る
様に努めている。

35

重度化や終末期について、ご利用者・ご
家族の希望を聴き、事業所としての方針
を説明し、出来る限り長い時間をグルー
プホームで暮らせるように支援してい
る。

32

ご家族やご本人の希望に添える様に、医
療機関の確認を行い、対応をしている。
協力医療機関への受診、月２回の往診に
よる支援を行っている。

34

　重度化や終末期の在り方に関しての事
業所の対応方針を家族へ説明して、同意
を得ている。できる限り慣れ親しんだ事
業所で過ごしてもらえるよう、ケアの工
夫に努めているが、終末は医師の意見を
もとに家族と話し合い、家族の合意の
上、病院への入院支援をおこなってい
る。

36 ―

15

33

お体の状態の変化について看護師や協力
医療機関の看護師に連絡相談しながら支
援している。 往診の無い週は、協力医
療機関から看護師が訪問しご利用者の状
態観察を行っている。

―

　入居者のほとんどは協力病院の往診を
希望している。入居前のかかりつけ医へ
の受診や専門医へ受診の希望がある場合
は、家族の協力を得て事業所もこれを支
援している。受診結果や服薬変更に関し
ては家族に連絡すると共に、職員間の情
報共有にも努めている。

14
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

　事業所は消防署の協力の下、防災設備
を契約している業者と連携し避難訓練を
年に2回実施している。事業所独自のマ
ニュアルもあり、夜間を想定した避難訓
練も、隣接する同法人の施設職員の協力
を得て行われている。備蓄も賞味期限を
こまめに確認し、倉庫に常備されてい
る。

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

防災訓練を年２回実施し、消防署より指
導を受け職員それぞれが災害時に対応出
来る様にしている。地域の方への災害時
緊急連絡の協力を得られるようにしてい
る。

避難訓練実施に際して運営推進会議等
を活用し、地域住民へ参加の呼び掛けを
行い、災害時に地域住民の協力が得られ
るように努めることが望まれます。

16

―41
入浴の準備など洋服を選ぶ際、ご利用者
へ好みを聴き、御本人の好みを優先し着
用していただいている。

40
ご利用者一人ひとりの生活に合わせ、希
望に沿う事が出来る様に支援している。

―

39
御本人の訴えには優しく傾聴するように
心がけ、ご自分で決め納得出来る様に支
援している。

―

38

ご利用者への声掛けやケアの対応には常
に気をつけ、記録等個人情報の取り扱い
に問題が起きないように、マニュアルを
作成している。

17

　排泄や入浴時、また利用者が人に知ら
れたくないと思う事柄を察知し、そのこ
とを職員間で共有し、日常的に個々の利
用者のプライバシーに配慮したケアに努
めている。併せて個人情報保護の観点か
らも内部研修をおこない、職員の意識向
上を図っている。
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

43

食材は、業者に依頼したカロリー計算さ
れた栄養バランスの取れたものを提供し
ている。一日の水分については、御本人
様の状態に合わせ医師と相談しながら、
好みや思考を考慮して提供している。

　職員は個人の排泄パターンを把握し、
またこまめな声掛けと誘導により、でき
る限りトイレで排泄できるように援助し
ている。日中のおむつの利用者も無く、
パッド使用量も減り、排泄の自立に向け
た支援に努めている。失禁の場合も利用
者が傷つかないよう、洗浄、更衣時の言
葉掛けにも配慮している。

―

―44

毎食後の歯磨きは、自分で出来る方へは
声掛けでの支援。介助が必要な方につい
ては、出来ない部分について口腔ケアを
行うことで清潔保持に努めている。

1945
一人一人の排泄パターンを把握して、職
員の声掛けによる小まめなトイレ誘導を
行っている。

日頃より便秘の予防も兼ねて水分補給を
こまめに行っている。毎日の体操や必要
時には腹部のマッサージを行っている。

―46

　食事はカロリー計算されたメニューと
なる材料を委託業者に発注し、事業所で
調理して、各利用者に合わせた食事形態
で提供している。時には利用者の好みで
調理方法の変更も行っている。利用者と
職員は、同じテーブルで同じ食事を楽し
く摂っている。また利用者の可能な範囲
で準備や後片付けも自然と一緒に行われ
ている。

ご利用者の好みを把握し、暖かい出来立
ての料理を召し上がって頂いている。
個々の嚥下状態、咀嚼状態に合わせて食
材の形態を変え提供している。後片付け
もご利用者と一緒に行っている。

1842

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

―

21
一人一人の希望に沿って、買い物やドラ
イブ・外泊などご家族の協力も得て支援
している。

52
一人ひとりの希望に沿ってお金を使える
ように、ご家族と協力し支援している。

　計画的に年に2回、利用者が全員、遠方
に出かける支援を家族の協力を得て行っ
ている。その他、買物や食事の要望にな
るべく対応できるようにしている。また
突然の外出希望の利用者にも、近くを散
歩するなど、利用者の希望を大切にした
外出支援に努めている。

51

50
利用者様の楽しみやしたい事を聴き、個
別に気分転換が出来る様に支援してい
る。

―

49
薬の内容と作用副作用について薬局から
の処方箋をカルテに綴じ、いつでも確認
できるようにしている。

48

利用者様の体調に合わせて自由に昼寝し
て頂いたり、眠れない方には職員が寄り
添い暖かい飲み物を提供しコミュニケー
ションをとったりしている。

―

―

　利用者の入浴は基本的に隔日となって
いるが、要望があればいつでも入浴でき
るように準備されている。脱衣場は温度
調節がされており、利用者は入浴を通し
て、職員とマンツーマンでゆっくりとコ
ミュニケーションができ、くつろげる楽
しみな場となっている。

ご利用者の希望に添える入浴ができるよ
うに支援している。

2047
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57
廊下全体に手すりが設置されており、安
全に移動できるようにしている。

56

55 ―

23

廊下やソファーや椅子を置き、一人で静
かに過ごしたり気の合う利用者様同士で
お話しできる環境づくりをしている。

―

―

入居前に使い慣れた家具や仏壇を持って
きていただき、居心地の良いように生活
して頂いている。

　居室には仏壇、テレビ、布団や小物な
どが持ち込まれており、家族写真や誕生
カード、色紙なども飾られている。また
家族が利用者と落ち着いた時間を過ごせ
るように家族用の椅子を置くなど、利用
者一人一人が快適に安心して過ごせる部
屋となっている。

54

玄関や廊下やリビングに季節の花を飾っ
たり、行事の写真や季節ごとの飾りつけ
を行うことで季節感を出して居心地がい
い雰囲気づくりに努めている。

22

　全体的には広々とした開放感あるス
ペースとなっているが、居間を思わせる
ように家具が配置されている。柱時計や
カレンダー、壁掛けなどで家庭的な雰囲
気があり、採光や照明の調整で心地良い
場所作りの工夫がされている。また季節
毎の壁面の飾りや書道などの作品、行事
の写真は利用者の楽しみとなっている。

53
ホーム内の公衆電話が利用出来る様に手
助けしたり、必要時にはご家族と連絡取
れるように支援している。
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

○ 　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての家族等が

　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価

「１．その人らしい人生が継続できる様に支
援します　２.地域との交流を図りながら日
常生活を支援します。3.日々自己研鑽し専門
性を高め利用者様の尊厳を大切にします。」
の３つを基本理念とし事務所に掲示し、ホー
ムカンファレンス時に読み上げ、理念がケア
に反映する様に努めています。

4

利用者様ご家族、利用者様、小竹町役場福祉
課の方、地域住民の方、民生委員、代表職員
にて２ヶ月に１階開催しています。利用者様
の状況報告、行事報告、意見交換を行ってい
ます。

3

玄関に身体拘束排除宣言を掲げています。研
修にも積極的に参加し、全職員が身体拘束に
ついて理解しケアに取り組んでいます。玄関
の施錠は防犯上20：00～6：00までは施錠し
ているが、日中は施錠する事無く見守りと安
全確保の徹底を行っています。

5

分からない事などあれば、小竹町福祉課へ連
絡し相談をしています。運営推進会議にも参
加して頂き、グループホームとしての取り組
みや現状をお知らせしています。

6

4

2

１１月に開催される小竹公民館祭りへの作品
展示の参加、８月の行事の夕涼み会では、地
域の方から盆踊りを教わり、夕涼み会に参加
して頂いている。

1

2

―3

介護相談、施設見学等を随時受け付けていま
す。また利用者様ご家族にはその都度認知症
の方の対応や支援方法など相談に応じ職員全
体で対応できる様にしています

5
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

8

日常生活自立支援事業や成年後見制度が必要
な事例は今のところありませんが研修会での
資料を活用し職員の知識を深めてもらえる様
資料等いつでも閲覧できる様にしています

―

6

9

契約書に記載した内容を契約時に説明し、分
からない点、疑問点は再度説明しご理解、納
得された上で契約の同意を頂いています。出
来る限り事前にホームの見学もして頂いてい
ます。

―

10
ホーム内玄関に「ご意見箱」の設置、廊下に
は苦情解決制度の案内ポスターを貼り苦情解
決担当者と責任者を明記しています。

7

11

毎日の朝礼や終礼時に職員間の意見交換や管
理者やリーダーへの提案等が密に行われてい
る。月に１度のホームカンファにて更に内容
の濃い意見交換を行っています。

8

12
外部研修への参加、ホーム内での勉強会を開
催し、職員各自が向上心を持って働ける様に
しています

―

7

虐待の防止の外部研修への参加、また参加し
た職員は朝礼やホームカンファレンス時に発
表し、常に虐待とは何かを考える機会を設
け、見過ごされることのない環境にしていま
す。
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

14
個々の人権や権利に対し尊重し、互いに助け
合う気持ちを大切にしている。ケアに対し奉
仕の気持ちを大切にしている。

13

年齢や性別を意識せず、その個人の個性や能
力へ目を向けている。色んなアイデアや意見
が出しやすい職場作りを意識している。スキ
ルアップの自己啓発に関しては支援してい
る。

9

10

15

外部研修への参加を積極的に促し職員の知識
習得を推進しています。研修後にはレポート
提出を必須としホームカンファレンス時など
に発表し職員間で共有できるようにしていま
す。

―

16

法人内外において研修会、勉強会にて意見交
換するほかに、法人内では随時連携を取り、
お互いにサービスの質の向上を図れるように
努めています。

―

17

入居前には、事前にアセスメントを大切に考
え情報収集をし、ズムーズな会話ができる様
全職員に知り得た情報を共有し情報の周知徹
底を行っています。

―

18

入居前や契約時、ご家族が困っている事や不
安に思っている事を管理者が中心となり話を
伺う機会を作り対応しています。また、利用
者様、ご家族様の意見に合わせて必要なサー
ビスや支援が出来る様努めています。

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19

利用者様、ご家族様の話を伺い、現在利用し
ているサービスの担当者、また、かかりつけ
医等から情報、意見を聞きどのようなサービ
ス支援が必要か見極め対応しています。

―

21

ご家族との連絡を密にとり利用者様の今の気
持ちや気付いた事を伝えています。来訪時に
はご家族様より色々とお話しして頂ける機会
も増え共に支え合う関係を築いています。

20

利用者様、職員共に一緒に生活できることを
楽しみ、互いに寄り添える関係になれる様努
めています。特に食事は同じ物を一緒に食べ
楽しいひと時を過ごしています。

―

―

22

利用者様の趣味の支援やご希望時に自宅まで
の外出を行なったりし、馴染みの人や場所と
の関係が途切れず安心していただける様支援
している

11

23

利用者様のその時の気分や、入居者様同士の
相性など十分に考慮し、職員が橋渡しになれ
るよう、円滑に良好な関係が出来る様支援し
ています。

―

24

入院となった場合は面会にて状況の確認を行
い、病院側（MSW)とも情報の共有を図ってい
ます。必要に応じてご家族の心配事、相談を
伺い付き合いを大切にしています。

―
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

28

職員が感じた事や気付きを連絡ノートを活用
しいつでも発信できる環境にしています。ま
たご家族や利用者様、職員の意見を収集し話
し合い介護計画を作成しています

27

日々の生活の中で「出来ること」「興味があ
ること」等見えてくるものを職員は見逃さ
ず、ミーティングやケアカンファレンスで共
有し状態の変化を把握しています

―

13

―

29

日々の生活の様子は介護記録に記入し、気付
いた事、特記事項は日誌に記入。毎日のミー
ティングで申し送りし情報の共有を行い、実
践や介護計画の見直しに活かしています。

―

30
利用者様、ご家族様の希望に応じ介護保険更
新手続き、病院の往診支援を行っています

12

利用者様のこれまでの習慣(起床時間や入浴
方法、食事方法等）を情報収集しセンター方
式を活用しています。馴染みの生活ができる
様支援しています

25

日常の会話や行動から利用者様の思いや意向
を汲みとり職員間で共有し、ミーティングで
利用者様の意向や想いを叶えるにはどうすれ
ばよいかを話し合い実現できるようにしてい
ましす
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

―

―

36 ―

15

事故発生時や急変時に備えてマニュアルを作
成、慌てることの無い様チャート式にたどっ
ていける様にしています。

35

利用者様、ご家族の希望を伺いホームとして
の方針を説明しています。職員間では重度化
や終末期に向けた対応を何度も話し合い、馴
染みのあるホームで１日でも長く生活して頂
ける様支援しています。

利用者様、ご家族の希望や意向に応じ希望に
沿えるよう医療機関の確認を行い病院受診等
の支援を行っています。月２回の往診、週１
回の看護師による状態管理の支援も行ってい
ます。

34
入院時には情報提供し、病院関係者との情報
交換や相談を行い迅速に対応しています。

14

33
状態や変化を直ぐに看護師に報告し協力病院
の看護師と相談、連携をとり適切な対応が出
来る様支援しています。

31

運営推進会議には必ず民生委員の方や町内の
方に参加して頂き地域の行事等の声掛けをい
ただいております。またボランティアの協力
にて書道、カルタ、読み聞かせの訪問を受け
ています。

―

32
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

38
声かけや対応には、常に気をつけ個人情報の
取り扱いは、マニュアルに沿って管理対応し
ている

17

39

日常生活の中で安全面や危険な事ではないか
を考慮し、自分で選択し、決め納得して頂け
る様自己決定を基本とした支援を行っていま
す。

―

41

男性利用者様には自己にて髭剃りをして頂
き、剃り残しはお手伝いさせてもらい、好み
の洋服を着用できる様声掛け自己選択を行え
る様支援しています。

40
利用者様が自分らしくマイペースに希望に
沿った生活が出来る様利用者様主体の支援を
行っています。

―

42

―

利用者様の好みを把握し、暖かい出来立てを
召し上がって頂いている。個々の嚥下、咀嚼
状態に合わせて形状を変え提供している。お
盆拭きなどの座って出来る事のお手伝いをし
ていただいています。

18

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37
年２回の防災訓練を行っています。地域の方
への災害時緊急連絡の協力を得られるように
しています。

16
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

利用者様の希望や生活習慣に合わせた入浴支
援を行っています。入浴を拒む方に対して
は、気分を変えて頂ける様工夫をしたり、声
掛けをし気持ちよく入浴して頂く様支援して
います。

1945
一人ひとりの排泄パターンを把握して、職員
の声かけによるトイレ誘導を行っている。

便秘予防の為こまめな水分補給に努め散歩や
体操をして身体を動かし、個々に応じた予防
に取り組んでいます。

―

20

46

47

43

食材は、業者に依頼したカロリー計算された
栄養バランスの取れたものを提供している。
水分は１日1500ｃｃを目安に好みや嗜好に考
慮し、提供している。

―44
毎食後は必ず口腔ケアを行っています。夕食
後には義歯をお預かりし、洗浄液にて清潔を
保持しています。

48

利用者様の生活リズムに応じ、休んで頂ける
様にしています。安心して眠れるよう職員は
布団の調整、空調に配慮しながら支援してい
ます。

―
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

49

薬の内容、作用、副作用についての注意書を
職員がいつでも確認できる様個人ファイルに
入れています。服薬時には「○○様○○時の
お薬です」と確認し服薬支援を行っていま
す。

―

50

利用者様一人ひとりの習慣や好きな事楽しみ
な事を出来る限り支援しています。集団で
ゲームをしたり、カラオケをしたり、時には
買い物に行ったりと楽しい時間を過ごして頂
いています。

―

52

個人の希望や力に応じてお金を所持して使え
る様にご家族と協力して支援しています。新
聞を取っている利用者様には集金時、ご自分
で支払いをされています。

51

―

21

季節や天候に応じてドライブや散歩に出かけ
たり、必要な物があれば買い物に出かけてい
ます。年に２回ご家族や地域の方にも参加し
て頂き外出行事を行っています。

54

リビングの壁に、季節ごとの飾りつけを行い
季節感を出している。また、利用者様が書か
れた習字や塗り絵なども飾り、居心地の良い
空間つくりを心がけています。

22

53
ホーム内の公衆電話が利用できる様手助けし
たり、ご家族に電話したいと言われた時など
連絡できる様支援しています。

―
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

―

居室入口には名札と担当職員と一緒に撮った
写真を貼っています。自室内には慣れなじん
だ家具や写真等も飾れ居心地良く生活して頂
けるようにしています。

57

トイレの場所を分かりやすく明記し廊下には
全体に手すりを取り付け移動しやすい様に工
夫しています。安全に自立した生活が送れる
よう工夫しています。

56

55 ―

23

リビング自席にて利用者様同士お話をされた
り、新聞や雑誌を読まれてます。ソファにて
お一人でお昼寝をされたりと思い思い過せる
環境にしています。
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―
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福岡県　グループホームきんもくせい（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成28年11月10日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

○ 　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての家族等が

　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―
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